
巻頭言「100年に一度の災厄を克服する技術とそれを支える人々」

　2021年の10大キーワードの1つ目は「減災コミュニティ」である。減災に取り組む活動には、行政
による公助の他に、自治会・町内会さらに地域協議会などのコミュニティ構成員の共助による活動があ
る。そこでは、ITやデジタル技術が縦横無尽に活用される。
　2021年は東日本大震災から10年目となる。2020年には、地震や洪水による災害に加えて、新型コ
ロナウイルス感染症（COVID-19）が世界中で猛威を振るった。日本も大きな影響を受け、人々の生活
が厳しい変容を迫られている。10大キーワードの2つ目以降に並ぶ「非接触テクノロジー」「テレワー
ク」「オンライン教育」「オンラインエンターテインメント」は、いずれも従来注目されている技術ある
いはその応用であるが、現状においては感染症対策としての重要性が増している。
　対策のための技術というと後ろ向きの印象を与えてしまうが、キーワードとなっている技術と応用
は、コロナ禍を克服し社会活動を持続して将来に向けて社会を発展させる希望の光を与えてくれる。コ
ロナ禍が現在の社会生活や経済活動に与える影響は甚大であるが、約100年前にスペイン風邪が流行し
た時代とは明らかに状況が異なる。最新鋭の技術をフルに活用できる我々は決して徒手空拳ではなく、
強力な武器を持って災厄に立ち向かえる。
　強力な武器となる技術を活用するためには、インターネット回線やサーバー類、その上で動く各種
サービスやアプリケーションが必須である。ここで注意すべきは、それらは無人で自動的に稼働してい
るのではないことである。世の中がオンラインで便利な生活を営む裏側で、それを支える人々が働き続
けている。そして、ネットワークやサービスの管理運営のすべてがリモートで行えるわけではない。
　コロナ禍の中で、エッセンシャルワーカーという言葉が注目を集めている。それは、医療・福祉、食
糧生産、小売り、公共交通、運送、ごみ収集などに従事する、生活の維持に必要不可欠な勤労者を指す
言葉である。
　このエッセンシャルワーカーの中に、本来ならば、電力・通信などのインフラの維持に携わる人々が
含まれるはずである。リモートワークやオンライン上の各種の活動を支える人は、紛れもなく現在の社
会を支えている。ただ、その働く姿が見えにくいためか、IT業界について言及される機会は少ない。
　本書を手に取っている読者の皆さまも、そのような役割に直接あるいは間接的に関わっていると思
う。社会に不可欠の活動を継続している人々に心から感謝したい。

2021年1月
一般社団法人日本ネットワークインフォメーションセンター（JPNIC）

理事長　後藤 滋樹
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